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Ⅲ　総合評価

　本事業は、相馬双葉地区の生産拠点漁港及び防災拠点漁港として重要な役割を担っている当
該漁港において、生産拠点漁港としての機能の充実、安全・安心な漁業活動の確保を図るため
に、－３ｍ岸壁、北防波堤、東防波堤の整備を行うものであり、事業の進捗率も76％と順調に
推移している。
　残る事業においても、生産拠点漁港としての機能の充実、安全・安心な漁業活動の確保を図
る上で必要不可欠な事業であり、地元も漁港施設の機能強化に強い関心を持ち、要望もあがっ
ているところである。
　また、貨幣化が可能な効果について、費用対効果分析を行ったところ、費用便益比(B/C)は
1.0を超えており、経済効果についても確認されている。
　さらに、事業効果のうち貨幣化が困難な効果については「大規模災害に対する漁業関係者、
地域住民、来訪者等の津波避難など防災意識の向上に繋がる啓発効果」「漁業活動の安全・軽
労化が図られることで、漁業者の後継者育成などの取組が一層推進され、地域の基幹産業であ
る水産業の発展効果」が期待できる。
　以上の結果から、本事業の必要性及び経済性は高いと認められ、事業計画を変更の上、事業
の継続は妥当であると判断される。

６．事業コスト縮減等の可能性

　本事業の計画施設は設計、積算の段階において、経済比較を行い、コスト縮減に努めて
いるが、今後さらなる資材費の高騰が懸念されることから、計画どおりに完成するよう施
工を進めていく。

７．代替案の実現可能性

　関連事業なし

５．地元（受益者、地方公共団体等）の意向

３．事業の進捗状況

　令和３年度に北防波堤、東防波堤の改良工事は完了している。－３ｍ岸壁の改良工事は
令和４年度から着手しており、現時点で３区間の内２区間が完了している。
　進捗率は76％であり、今後は、－３ｍ岸壁の残り１区間の整備を計画的に実施する予定
である。

　耐津波・耐波浪性能において最適な対策工法を検討・計画しているため代替案
はない。

４．関連事業の進捗状況

　震災の被災者であり、大規模災害に強い漁港整備を強く望んでいる。また、浪江町にて
漁業体験の受入れなど新規就労者対策を実施しており、将来的には後継者も増えると思わ
れるため、早期に事業を完了し利便性の向上を図りたい。








































